
〔事業者が特に力を入れている取り組み：共同生活援助（グループホーム）〕 令和2年度

《事業所名： ひまわり荘》

評価項目

評価項目

評価項目

内容②

定期での火災想定を中心とした避難訓練の実施、約２ヶ月分の食料・医薬品等の備蓄、ライフジャケットの設置、ス
プリンクラーの設置等々により災害に対するリスク対応にあたっています。またホームが隣接していることから職員
間の協力が日常的になされており、また災害時に携帯電話が使用できなくなる場合を想定し、デジタル無線機を設
置するなどの準備もなされています。

タイトル③ ホームの様子を伝える情報発信ツールが整備されています

利用者保護（3）

事業所としてリスクマネジメントに取り組んでいる

内容③

ホームパージの公表、パンフレットの作成を行っており、利用希望者を中心に情報の発信に努めています。ホーム
パージについては閲覧者の声を参考に少しずつ改訂がなされており、パンフレットについては今秋にリニューアルし
たものが完成する予定となっています。またアクセス・献立などはホームページ内において動画が作成されており、
ホームの様子をより理解できるツールとなっています。

6-1-1

利用希望者等に対してサービスの情報を提供している

事業者が特に力を入れている取り組み③

事業者が特に力を入れている取り組み②

タイトル② 訓練の実施・備蓄・備品の整備等対応がなされいます

事業者が特に力を入れている取り組み①

タイトル① 法人内訪問看護ステーションとの連携により利用者の健康管理体制が整備されています

内容①

利用者の多くは、法人内の訪問看護ステーションによる健康管理が週に３回行われており、バイタルチェック、精神
的ケア等がなされています。また内科の訪問診療も始めており、通院とあわせて医療機関と連携した支援にあたっ
ています。また服薬ミスは利用者の生命にもかかわることことから最重要の支援の一つとして位置づけられており、
法人内訪問看護ステーションの看護師による配薬と服薬チェック、医療機関使用の専用カートでの保管など注力が
なされています。

6-4-4

利用者が健康を維持できるよう支援を行っている
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